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中級

⾳と振動を測る はじめの⼀歩

製品や建物など、市場で最もクレームの多いのが「⾳」です。これは製造段階で予想するのが難し
く、⼀度聞くと⼩さい⾳でも気になり出すという⼈の感覚も⼤きく影響しています。また、その特性
から、⽬的に合った対策を施さないとその効果は低くなります。
本セミナーでは、⾳の基本特性を学んで頂き、⾳響計測に必要な基礎知識と⾳の評価や、対策のポイ
ントについてご紹介します。

・これから騒⾳測定を始める⽅、基本的な⽤語や⼀般的な基礎知識を学びたい⽅。
・【⼊⾨編】初めての振動⾳響計測を受講された⽅、

⾳の基本特性と、計測に必要な基礎知識を分かり易く説明します。
⾳響計測に必要な基礎知識を説明します。

１．⾳の基本
振幅、周波数、位相、波⻑、⾳速など⾳の基本、
⾳圧レベルとは？⾳響パワーレベルとは？その違いについて分かり易く説明します。
⾳響計測の⼊り⼝から理解することで、その先の計測に⼤いに役⽴ちます。

２．聴覚の特性と評価量
⼈には聞こえる⼤きさと周波数があります。それらの特性を理解すると共に、
等価騒⾳レベルなど各評価量について説明します。

３．⾳の特徴と性質
⾳を扱う上で、⾳場や⾳の伝搬特性（反射、吸⾳、透過、回折と⼲渉）は⾮常に重要です。
これらの特性を説明します。

◆対象者◆

◆セミナーのポイント◆

お問い合せ
株式会社⼩野測器 セミナー統括グループ

笹本（ｻｻﾓﾄ）／⽔村（ﾐｽﾞﾑﾗ）
TEL：045-476-9711
FAX：045-470-7243

場 所 株式会社 ⼩野測器 本社・ソフトウェア開発センター 9F 本講演室
神奈川県横浜市港北区新横浜３－９－３

定 員 20 名

参加費 5,400円

ご持参いただくもの 名刺、筆記⽤具、受講票（受付完了メール）

概要



⾳の評価に役⽴つ ⾳響計測の基礎

時間 セミナー内容

13：０0〜13：10 開講の挨拶

13：10〜14：00

１．⾳の基本
・縦波と横波、周波数、位相、波⻑、⾳速
・⾳の⾼さと、⾳の⼤きさ
・⾳の強さ、⾳圧レベル（dB）
・⾳圧レベルと⾳響パワーレベルの違い

２．聴覚の特性と評価量
・等ラウドネス曲線，Ａ特性周波数重み付け，等価騒⾳レベル

14：00〜14：10 休憩

14：10〜15：00
3 .⾳の特徴と性質（Part1）
・⾳場について（拡散⾳場，⾃由⾳場）
・⾳の特性（反射、吸⾳、透過）
・回折と⼲渉

15：00〜15：15 休憩

15：15〜16：15
※休憩は随時

設けます

3 .⾳の特徴と性質（Part2）
・⾳響透過損失、吸⾳率
・⾳の分類
・JCSS校正について

16：15〜16：30 質疑応答・アンケート・その他講習会の案内

■当⽇ご⽤意頂くもの：名刺、筆記⽤具、受講票（受付完了メール）

※実機を⽤いた体験がございます。
※途中、休憩が⼊ります。
※プロジェクタ説明資料とお配りする資料に⼀部違いがありますが、予めご了承ください。

受付：１２：３０より
会場：本社 9階 本講演室

スケジュール


